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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成22年4月30日(2010.4.30)

【公開番号】特開2010-61666(P2010-61666A)
【公開日】平成22年3月18日(2010.3.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-011
【出願番号】特願2009-204938(P2009-204938)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  13/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  13/14    ３２０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月27日(2010.1.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリアル接続小型コンピュータシステムインターフェース（ＳＡＳ）カスケード接続ト
ポロジ内でペア・サブトラクティブルーティングを実施するための方法であって、
　ＳＡＳエクスパンダデバイスに入力ポートを割り当てることと、
　前記ＳＡＳエクスパンダデバイスに出力ポートを割り当てることと、
　前記出力ポート及び前記入力ポートをプライマリ・サブトラクティブポートとして互い
に組み合わせてペアに定めることと、
　ＳＡＳイニシエータアドレスのみを前記ＳＡＳエクスパンダのルーティングテーブルに
入れる設定をすることと、
　前記入力ポートでＯＰＥＮコマンドが受信されたときに、もし前記ＯＰＥＮコマンドの
宛先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの直接接続デバイスではなく、尚且つ前記宛先が
前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの前記ルーティングテーブル内にない場合に、前記ＯＰ
ＥＮコマンドを前記出力ポートから送出することと、
　前記出力ポートで前記ＯＰＥＮコマンドが受信されたときに、もし前記ＯＰＥＮコマン
ドの宛先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの直接接続デバイスではなく、尚且つ前記宛
先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの前記ルーティングテーブル内にない場合に、前記
ＯＰＥＮコマンドを前記入力ポートから送出することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、更に、
　前記ＳＡＳエクスパンダデバイスに第２の入力ポート及び第２の出力ポートを追加する
ことと、
　前記第２の出力ポート及び前記第２の入力ポートをセカンダリ・サブトラクティブポー
トとして互いに組み合わせてペアに定めることと、
　前記第２の入力ポートで前記ＯＰＥＮコマンドが受信されたときに、もし前記ＯＰＥＮ
コマンドの宛先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの直接接続デバイスではなく、尚且つ
前記宛先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの前記ルーティングテーブル内にない場合に
、前記ＯＰＥＮコマンドを前記第２の出力ポートから送出することと、
　前記第２の出力ポートで前記ＯＰＥＮコマンドが受信されたときに、もし前記ＯＰＥＮ



(2) JP 2010-61666 A5 2010.4.30

コマンドの宛先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの直接接続デバイスではなく、尚且つ
前記宛先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの前記ルーティングテーブル内にない場合に
、前記ＯＰＥＮコマンドを前記第２の入力ポートから送出することと、
　を備える方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、
　前記セカンダリ・サブトラクティブポートは、前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの前記
直接接続デバイスとの通信のために動作する、方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記ＯＰＥＮコマンドは、デフォルトで前記プライマリ・サブトラクティブポートに設
定される、方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法であって、更に、
　ベンダ固有ＳＡＳマネージメントプロトコル（ＳＭＰ）機能の変更ルーティング属性を
通じて前記ＳＡＳエクスパンダのサブトラクティブポートを指定することを備える方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法であって、更に、
　ポートの前記変更ルーティング属性が存在する場合は、ＳＡＳイニシエータは、前記ポ
ートのＳＭＰディスカバリ応答属性を無視し、その代わりに、前記ポートの前記変更ルー
ティング属性を使用することを備える方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記ＳＡＳイニシエータアドレスを前記ＳＡＳエクスパンダのルーティングテーブルに
入れる設定をすることは、更に、
　前記ルーティングテーブルを自己設定指定のポート用に設定することであって、前記Ｓ
ＡＳエクスパンダによって実施される、ことを含む、方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記ＳＡＳイニシエータアドレスを前記ＳＡＳエクスパンダのルーティングテーブルに
入れる設定をすることは、更に、
　前記ＳＡＳルーティングトポロジ内の各ＳＡＳイニシエータを使用して、前記ＳＡＳイ
ニシエータアドレスを前記ＳＡＳエクスパンダのルーティングテーブルに入れる設定をす
ることであって、各ＳＡＳイニシエータは、そのＳＡＳイニシエータのＳＡＳイニシエー
タアドレスのみを前記ＳＡＳエクスパンダのルーティングテーブルに入れる設定をする、
ことを含む、方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法であって、
　各ＳＡＳイニシエータは、前記ＳＡＳルーティングトポロジ内での前記ＳＡＳイニシエ
ータの位置に応じて、そのＳＡＳイニシエータのＳＡＳイニシエータアドレスを、前記Ｓ
ＡＳエクスパンダの一タイプの変更ルーティング属性ポートのルーティングテーブルのみ
に入れる設定をする、ことを含む、方法。
【請求項１０】
　請求項１に記載の方法であって、
　ＳＡＳイニシエータは、前記ＳＡＳルーティングトポロジの頂部又は底部に位置され得
る、方法。
【請求項１１】
　システムであって、
　ＳＡＳエクスパンダデバイスに入力ポートを割り当てるための手段と、
　前記ＳＡＳエクスパンダデバイスに出力ポートを割り当てるための手段と、
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　前記出力ポート及び前記入力ポートをプライマリ・サブトラクティブポートとして互い
に組み合わせてペアに定めるための手段と、
　ＳＡＳイニシエータアドレスのみを前記ＳＡＳエクスパンダのルーティングテーブルに
入れる設定をするための手段と、
　前記入力ポートでＯＰＥＮコマンドが受信されたときに、もし前記ＯＰＥＮコマンドの
宛先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの直接接続デバイスではなく、尚且つ前記宛先が
前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの前記ルーティングテーブル内にない場合に、前記ＯＰ
ＥＮコマンドを前記出力ポートから送出するための手段と、
　前記出力ポートで前記ＯＰＥＮコマンドが受信されたときに、もし前記ＯＰＥＮコマン
ドの宛先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの直接接続デバイスではなく、尚且つ前記宛
先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの前記ルーティングテーブル内にない場合に、前記
ＯＰＥＮコマンドを前記入力ポートから送出するための手段と、
　を備えるシステム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のシステムであって、更に、
　前記ＳＡＳエクスパンダデバイスに第２の入力ポート及び第２の出力ポートを追加する
ための手段と、
　前記第２の出力ポート及び前記第２の入力ポートをセカンダリ・サブトラクティブポー
トとして互いに組み合わせてペアに定めるための手段と、
　前記第２の入力ポートで前記ＯＰＥＮコマンドが受信されたときに、もし前記ＯＰＥＮ
コマンドの宛先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの直接接続デバイスではなく、尚且つ
前記宛先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの前記ルーティングテーブル内にない場合に
、前記ＯＰＥＮコマンドを前記第２の出力ポートから送出するための手段と、
　前記第２の出力ポートで前記ＯＰＥＮコマンドが受信されたときに、もし前記ＯＰＥＮ
コマンドの宛先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの直接接続デバイスではなく、尚且つ
前記宛先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの前記ルーティングテーブル内にない場合に
、前記ＯＰＥＮコマンドを前記第２の入力ポートから送出するための手段と、
　を備えるシステム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のシステムであって、
　前記セカンダリ・サブトラクティブポートは、前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの前記
直接接続デバイスとの通信のために動作する、システム。
【請求項１４】
　請求項１１に記載のシステムであって、
　前記ＯＰＥＮコマンドは、デフォルトで前記プライマリ・サブトラクティブポートに設
定される、システム。
【請求項１５】
　請求項１１に記載のシステムであって、更に、
　ベンダ固有ＳＡＳマネージメントプロトコル（ＳＭＰ）機能の変更ルーティング属性を
通じて前記ＳＡＳエクスパンダのサブトラクティブポートを指定するための手段を備える
システム。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のシステムであって、更に、
　ポートの前記変更ルーティング属性が存在する場合は、ＳＡＳイニシエータは、前記ポ
ートのＳＭＰディスカバリ応答属性を無視し、その代わりに、前記ポートの前記変更ルー
ティング属性を使用することを備えるシステム。
【請求項１７】
　請求項１１に記載のシステムであって、
　前記ＳＡＳイニシエータアドレスを前記ＳＡＳエクスパンダのルーティングテーブルに
入れる設定をするための手段は、更に、
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　前記ＳＡＳエクスパンダによって前記ルーティングテーブルを自己設定指定のポート用
に設定するための手段を含む、システム。
【請求項１８】
　請求項１１に記載のシステムであって、
　前記ＳＡＳイニシエータアドレスを前記ＳＡＳエクスパンダのルーティングテーブルに
入れる設定をするための手段は、更に、
　前記ＳＡＳルーティングトポロジ内のＳＡＳイニシエータを使用して、前記ＳＡＳイニ
シエータアドレスを前記ＳＡＳエクスパンダのルーティングテーブルに入れる設定をする
ための手段であって、各ＳＡＳイニシエータは、そのＳＡＳイニシエータのＳＡＳイニシ
エータアドレスのみを前記ＳＡＳエクスパンダのルーティングテーブルに入れる設定をす
る、手段を含む、システム。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のシステムであって、
　各ＳＡＳイニシエータは、前記ＳＡＳルーティングトポロジ内での前記ＳＡＳイニシエ
ータの位置に応じて、そのＳＡＳイニシエータのＳＡＳイニシエータアドレスを、前記Ｓ
ＡＳエクスパンダの一タイプの変更ルーティング属性ポートのルーティングテーブルのみ
に入れる設定をする、手段を含む、システム。
【請求項２０】
　請求項１１に記載のシステムであって、
　ＳＡＳイニシエータは、前記ＳＡＳルーティングトポロジの頂部又は底部に位置され得
る、システム。
【請求項２１】
　シリアル接続小型コンピュータシステムインターフェース（ＳＡＳ）カスケード接続ト
ポロジ内でペア・サブトラクティブルーティングを実施するための方法を実施するための
コンピュータ実行可能命令を有するコンピュータ可読媒体であって、前記方法は、
　ＳＡＳエクスパンダデバイスに入力ポートを割り当てることと、
　前記ＳＡＳエクスパンダデバイスに出力ポートを割り当てることと、
　前記出力ポート及び前記入力ポートをプライマリ・サブトラクティブポートとして互い
に組み合わせてペアに定めることと、
　ＳＡＳイニシエータアドレスのみを前記ＳＡＳエクスパンダのルーティングテーブルに
入れる設定をすることと、
　前記入力ポートでＯＰＥＮコマンドが受信されたときに、もし前記ＯＰＥＮコマンドの
宛先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの直接接続デバイスではなく、尚且つ前記宛先が
前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの前記ルーティングテーブル内にない場合に、前記ＯＰ
ＥＮコマンドを前記出力ポートから送出することと、
　前記出力ポートで前記ＯＰＥＮコマンドが受信されたときに、もし前記ＯＰＥＮコマン
ドの宛先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの直接接続デバイスではなく、尚且つ前記宛
先が前記ＳＡＳエクスパンダデバイスの前記ルーティングテーブル内にない場合に、前記
ＯＰＥＮコマンドを前記入力ポートから送出することと、
　を含む、コンピュータ可読媒体。


	header
	written-amendment

